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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

ピクテ・為替ヘッジ付き・ 
ゴールドファンド 

（野村ＳＭＡ・ＥＷ向け） 
 
 

運用報告書(全体版) 
 

第２期 
 

決算日：2023年12月６日 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「ピクテ・為替ヘッジ付き・ゴールド

ファンド（野村ＳＭＡ・ＥＷ向け）」は、2023

年12月６日に第２期の決算を行いましたの

で、期中の運用状況をご報告申し上げます。

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／海外／その他資産（商品） 

信 託 期 間 
2022年８月23日（当初設定日）から無期限

です。 

運 用 方 針 

主に投資信託証券に投資を行い、信託財

産の成長を図ることを目的に運用を行い

ます。 

主要投資対象 投資信託証券を主要投資対象とします。 

運 用 方 法 

①投資信託証券への投資を通じて、実質的

に金に投資します。 

②外貨建資産については、原則として為替

ヘッジを行い為替リスクの低減を図り

ます。 

主な投資制限 

①投資信託証券への投資割合には制限を

設けません。 

②投資信託証券、短期社債等、コマーシャ

ル・ペーパーおよび指定金銭信託の受益

証券以外の有価証券への直接投資は行

いません。 

③外貨建資産への実質投資割合には制限

を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ

き分配を行います。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越

分を含めた利子・配当等収益と売買益（評

価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準および

市況動向等を勘案して委託者が決定し

ます。ただし、必ず分配を行うものでは

ありません。 

③留保益の運用については、特に制限を設

けず、委託者の判断に基づき、元本部分

と同一の運用を行います。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2022年８月23日 10,000 － － － 0.1 

１期(2022年12月６日) 9,931 0 △0.7 97.4 741 

２期(2023年12月６日) 10,570 0 6.4 99.2 4,398 
 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は、それぞれ当初設定価額および当初設定元本額を記載しています。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年12月６日 9,931 － 97.4 

12月末 10,090 1.6 90.9 

2023年１月末 10,623 7.0 98.0 

２月末 10,005 0.7 95.2 

３月末 10,723 8.0 101.6 

４月末 10,789 8.6 99.4 

５月末 10,548 6.2 98.8 

６月末 10,224 3.0 99.8 

７月末 10,455 5.3 99.7 

８月末 10,364 4.4 99.0 

９月末 9,913 △0.2 99.5 

10月末 10,523 6.0 99.1 

11月末 10,699 7.7 97.0 

(期  末)    

2023年12月６日 10,570 6.4 99.2 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 
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○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2022年12月７日～2023年12月６日) 

 

当期の基準価額は、6.4％の上昇となりました。 

 

  

  
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑・金の価格が上昇したこと 

下落↓・為替ヘッジコスト 

 

  

基準価額等の推移 
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・金価格（米ドル・ベース）は、期初から2023年２月にかけては、米連邦準備制度理事会（FRB）の金融引き

締めに対する思惑を背景に米ドルが不安定な動きとなる中、米ドルの代替資産とみなされる金も値動きの

荒い展開となりました。３月以降は、米国の地銀の破綻や欧州での金融機関の経営不安をめぐる混乱、米イ

ンフレ率の鈍化を背景にFRBの利上げ継続観測が後退し、米ドルが下落したことなどから、５月上旬にかけ

て上昇しました。その後９月にかけては、引き続き高止まりするインフレを背景に米追加利上げ観測が高

まったことに加え、米大手格付け会社による米国国債の格下げや米国債発行増加による需給悪化懸念によ

り米長期金利が上昇し米ドル高が進行したことから、金価格は下落しました。10月以降期末にかけては、中

東情勢の緊迫化など地政学リスクの高まりから安全資産としての需要が高まったことに加え、FRBの利上げ

サイクル終了観測及び早期利下げ期待が高まったことで米ドルが主要通貨に対して下落し、金価格は上昇

しました。期を通してみると、金価格は上昇しました。 

 

 

米ドル建ての投資信託証券への投資を通じて、実質的に金に投資しました。外貨建資産については、原則と

して為替ヘッジを行い為替リスクの低減を図りました。 

投資先ファンドの組入比率は以下のとおりとしました。 

 

 
 

金の実質組入比率を高位に保つため、「ピクテ（CH）プレシャス・メタル・ファンド－フィジカル・ゴール

ド」の組入比率を高位に維持しました。 

 

投資先ファンドの組入状況 

＜ピクテ（CH）プレシャス・メタル・ファンド－フィジカル・ゴールド＞ 

主に金に投資を行いました。 

最新の年次報告書で開示されている2022年９月30日現在の組入状況につきましては、11ページに記載の組

入資産の明細をご参照ください。 

 

＜ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY＞ 

短期金融商品等に投資を行い、円建てでの高水準の元本の安定性と短期金融市場金利の確保を目指し運用

を行ってまいりました。 

 

  

投資環境 

組入状況 
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当期の収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案し、見送りとさせていただきました。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第２期 

2022年12月７日～ 
2023年12月６日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 685  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

（１）投資環境 

金はそのものに価値がある資産である一方、利子や配当があるわけではありません。そのため、様々な局面

に応じて市場が着目する変動要因が変化することが多い特徴があります。引き続き金を取り巻く環境を冷静

にみていくことが重要といえます。米国ではインフレの高進に伴い積極的な金融引き締めが継続され、米国金

利の上昇や米ドル高が金価格にとってマイナス要因となってきました。足元では、米国の金融引き締めの最終

的な局面にあるとみられる一方で、米国経済の底堅さなどを背景にインフレの抑制には高水準の政策金利を

長期間維持する必要があるとの見方が広がっています。そのため、中長期的には米ドル高圧力の緩和や米国の

長期金利がピークアウトする可能性があり、金価格にプラスに働くと考えられますが、短期的には米国の経済

指標の動向などが金価格の変動要因となる可能性があり、引き続き注視する必要があると考えます。 

金は株式や債券などの価格との相関が低く、インフレに強い性質を有するとみられていることから、分散投

資の観点で重要な資産といえます。また、地上に存在する全ての金には限りがあり、「価値の貯蔵手段」とし

て中長期的に選好されるという構図に変わりはないと考えます。 

 

（２）投資方針 

米ドル建ての投資信託証券への投資を通じ金に投資するとともに、米ドル売り／円買いの取引を行い為替

ヘッジを行う方針です。 

 

 

  

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年12月７日～2023年12月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 15  0.141  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 9)  (0.088)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 3)  (0.033)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.020)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 6   0.054   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 2)  (0.021)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 4)  (0.033)  ・その他は、目論見書、運用報告書等法定の開示書類の作成等に要する費用 
 その他信託事務の処理等に要する諸費用 

 合 計 21   0.195    

期中の平均基準価額は、10,413円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.42％です。 
 

  

  
（注） ①の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券です。 

（注） ①の費用は、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） ③その他費用の比率が入手できない投資信託証券の場合、②運用管理費用の比率に総経費率を集計しています。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年12月７日～2023年12月６日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
ピクテ-ショートターム・マネー・マーケットJPY 5 504 － －  

外 
国 

アメリカ 千米ドル 千米ドル  
 ピクテ(CH)プレシャス・メタル・ファンド-フィジカル・ゴールド 123,112 22,963 2,534 476  

 
（注） 金額は受渡代金です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月７日～2023年12月６日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年12月７日～2023年12月６日) 

 

期首残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

当期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0.1 － － 0.1 当初設定時における取得のため 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年12月７日～2023年12月６日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年12月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ピクテ-ショートターム・マネー・マーケットJPY 0.005 5 503 0.0 

合 計 0.005 5 503 0.0 
 
（注） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。ただし、単位未満の場合は小数で記載しています。 

 

  

投資信託証券 
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銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 口 千米ドル 千円 ％ 

ピクテ(CH)プレシャス・メタル・ファンド-フィジカル・ゴールド 30,656 151,234 29,620 4,361,971 99.2 

合 計 30,656 151,234 29,620 4,361,971 99.2 
 
（注） 邦貨換算金額は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年12月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 4,361,971 97.8 

投資証券 503 0.0 

コール・ローン等、その他 97,135 2.2 

投資信託財産総額 4,459,609 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） 当期末における外貨建純資産（4,323,841千円）の投資信託財産総額（4,459,609千円）に対する比率は97.0％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レー

トは、1米ドル=147.26円です。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年12月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 8,828,226,681   

 コール・ローン等 96,419,730   

 投資信託受益証券(評価額) 4,361,971,804   

 投資証券(評価額) 503,848   

 未収入金 4,369,331,299   

(B) 負債 4,429,757,834   

 未払金 4,415,908,055   

 未払解約金 10,690,655   

 未払信託報酬 2,266,191   

 未払利息 263   

 その他未払費用 892,670   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,398,468,847   

 元本 4,161,356,536   

 次期繰越損益金 237,112,311   

(D) 受益権総口数 4,161,356,536口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,570円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 746,597,714円

 期中追加設定元本額 3,737,156,270円

 期中一部解約元本額 322,397,448円

（注） １口当たり純資産額 1.0570円
 

○損益の状況 (2022年12月７日～2023年12月６日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     50,535   

 支払利息 △     50,535   

(B) 有価証券売買損益 123,610,569   

 売買益 775,301,447   

 売買損 △651,690,878   

(C) 信託報酬等 △  4,553,485   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 119,006,549   

(E) 前期繰越損益金 25,636,762   

(F) 追加信託差損益金 92,469,000   

 (配当等相当額) (  140,553,117)  

 (売買損益相当額) (△ 48,084,117)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 237,112,311   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 237,112,311   

 追加信託差損益金 92,469,000   

 (配当等相当額) (  140,553,117)  

 (売買損益相当額) (△ 48,084,117)  

 分配準備積立金 144,693,846   

 繰越損益金 △     50,535   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（119,052,015円）、信託約款に規定する

収益調 整金 （ 140,553,117 円 ）お よび分 配準 備積 立金

（25,641,831円）より分配対象収益は285,246,963円（10,000口

当たり685円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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＜組入投資信託証券の内容＞ 

 
 
ピクテ（CH）プレシャス・メタル・ファンド－フィジカル・ゴールド クラス I dy USD受益証券 
形態／表示通貨 スイス籍外国投資信託／米ドル建て 

主 な 投 資 方 針 
・ 主に金に投資することにより金価格の変動から得られる収益の獲得機会を投資家に提供
することを目的とします。 

・ 当該投資先ファンドにかかる費用を控除した金価格の動きに連動することを目指します。 

関 係 法 人 

管 理 会 社： ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ 
投資顧問会社： ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ 
保管受託銀行、支払事務代行会社：バンク・ピクテ・アンド・シー・エス・エイ 
計算事務代行会社：ファンドパートナー・ソリューションズ（ヨーロッパ）エス・エイ  

管 理 報 酬 等 純資産総額の年率0.34％（上限） 
決 算 日 毎年９月30日 
 
ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY クラスI投資証券 
形態／表示通貨 ルクセンブルグ籍外国投資法人／円建て 

主 な 投 資 方 針 
・ 円建てでの高水準の元本の安定性と短期金融市場金利の確保を目的とします。 
・ 短期金融商品等に投資します。 
・ 投資する証券の発行体の信用格付は、A2／P2以上とします。 

関 係 法 人 

管 理 会 社： ピクテ・アセット・マネジメント（ヨーロッパ）エス・エイ 
投資顧問会社： ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ、ピクテ・アセット・マネ

ジメント・リミテッド 
保管受託銀行： ピクテ・アンド・シー（ヨーロッパ）エス・エイ 
名義書換事務代行会社、管理事務代行会社、支払事務代行会社：ファンドパートナー・ソ
リューションズ（ヨーロッパ）エス・エイ 

管 理 報 酬 等 純資産総額の年率0.3％（上限） 
決 算 日 毎年９月30日   

「ピクテ・ゴールド（為替ヘッジあり）」は投資信託証券を主要投資対象としています。以下は、当該組入投資信託証券の
内容です。 
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「ピクテ・為替ヘッジ付き・ゴールドファンド（野村ＳＭＡ・ＥＷ向け）」は投資信託証券を主要投資対象としています。
以下は、当該組入投資信託証券の内容です。

添付ファンド_9pt_945922.indd   10 2023/01/19   11:36:24

「ピクテ・為替ヘッジ付き・ゴールドファンド（野村ＳＭＡ・ＥＷ向け）」は投資信託証券を主要投資対象としています。
以下は、当該組入投資信託証券の内容です。

管 理 会 社：  ピクテ・アセット・マネジメント（ヨーロッパ）エス・エイ
投資顧問会社：  ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ
保管受託銀行：  バンク・ピクテ・アンド・シー（ヨーロッパ）エイ・ジー　ルクセンブル

グ支店
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